
　
　
エ
ナ
ン
テ
オ
ド
ロ
ミ
　

r『
相
互
反
　
転
』
し
た
『
救
世
主
は
従
っ
て
光
を
も
た
ら
す
人
な
の
で
あ
る
」
」

－
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
考
察

杉
　
山
　
若
　
菜

一
、

は

じ
め
に

　
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
（
」
⑩
品
・
⑩
）
刊
行
か
ら
三
年
後
の
一
九

七
六
年
、
「
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
は
『
新
潮
』
八
月
号
よ
り
連
載
、

同
年
十
月
完
結
し
、
即
時
単
行
本
化
さ
れ
た
。
本
作
発
表
ま
で
の
三
年

間
に

大
江
が
経
験

し
た
身
辺
上
の
出
来
事
は
多
岐
に
わ
た
る
。
例
え
ば
、

ア

ル

マ
・

ア

タ
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）
で
開
催
し
た
第
五
回
A
A
作
家
会

議
参
加
の
折
に
は
、
中
央
ア
ジ
ア
を
始
め
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
各
地
に
ま

で
足

を
延
ば
し
（
1
9
7
3
）
、
か
た
や
、
言
論
弾
圧
・
国
外
追
放
に
遭
い

窮
地
の
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
や
金
芝
河
の
釈
放
救
出
を
求
め
る
活
動

に

積
極
的
に
関
与
し
た
（
1
9
7
4
～
1
9
7
5
）
o
ま
た
、
編
集
者
の
一
人
と

し
て
1
九
七
O
年
秋
か
ら
始
ま
っ
た
討
論
会
を
踏
ま
え
、
『
岩
波
講
座

　
文
学
』
全
十
二
巻
が
刊
行
（
」
⑩
誤
～
1
9
7
6
）
、
次
い
で
、
コ
レ
ヒ
オ
・

デ
・
メ
ヒ
コ
国
立
大
学
客
員
教
授
に
就
任
す
る
。
同
時
期
、
敬
愛
す
る

恩
師
・
渡
辺
一
夫
の
闘
病
と
死
去
に
よ
る
悲
嘆
か
ら
強
度
の
露
屈
に
見

舞

わ
れ
た
ま
ま
、
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
に
単
身
で
長
期
滞
在
し
、
日
本

の

戦
後
思
想
史
を
講
義
し
た
（
1
9
7
6
　
・
　
4
～
7
）
o
1
1
1
u
r
の
月
日
を
経
て

完
成
し
た
「
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
連
載
原
稿
は
、
当
地
メ
キ
シ
コ
・

シ

テ

ィ
の
ア
パ
ー
ト
自
室
で
脱
稿
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
現
実
生
活
に
お
け
る
大
江
の
多
様
な
経
験
は
「
自
分
の
深
い

内
部
に
沈
み
こ
ん
で
、
や
が
て
小
説
に
む
か
う
想
像
的
な
湧
出
の
原
動

力
と
つ
く
り
か
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
そ
の
あ
り
よ
う
は
、
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

構
造
を
な
す
」
も
の
と
し
て
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー

調
書
』
の
世
界
に
は
、
権
力
や
暴
力
に
よ
る
支
配
体
制
へ
の
懸
命
な
抵

抗

や
、
親
愛
な
る
人
が
死
に
逝
く
こ
と
へ
の
悲
痛
な
叫
び
、
あ
る
い
は
、

未
知
の
領
野
に
好
奇
心
を
掻
き
立
て
ら
れ
行
動
す
る
悦
び
や
驚
き
が
、

有
機
的
な
連
繋
を
成
し
て
生
々
発
展
し
生
か
さ
れ
て
あ
る
。
想
像
力
の

自
由
に
懸
け
て
峻
烈
に
自
己
検
証
し
続
け
る
大
江
な
ら
で
は
の
、
創
造

の

起
点

を
準
備
す
る
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
が
作
家
の
日
常
生
活
を

直
接
反
映
さ
せ
る
の
と
は
次
元
を
異
に
す
る
点
に
留
意
が
必
要
と
な
る
。
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大
江
作

品
を
従
来
の
「
私
小
説
」
と
見
倣
し
た
上
で
の
批
評
に
対
し
て

彼

は
、
「
書
き
あ
げ
ら
れ
た
小
説
の
全
体
」
「
そ
の
構
造
こ
そ
が
自
分
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ニ

と
、
僕
は
責
任
を
と
る
」
と
ま
で
強
調
し
弁
明
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
F
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
連
載
終
了
後
一
斉
に
始
ま
っ
た
文
芸
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

評
・
書
評
に
つ
い
て
、
既
に
山
田
有
策
に
よ
る
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ

て
い

る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
概
括
す
る
と
、
同
時
代
評
は
お
よ
そ
四
つ
に

分
類
で
き
る
。
　
一
つ
は
「
『
核
時
代
と
し
て
の
現
代
』
と
い
う
観
念
か

ら
発
し
て
く
る
す
べ
て
の
も
の
」
に
想
像
力
で
対
峙
す
る
姿
勢
や
力
量

を
絶
賛
し
つ
つ
、
F
作
品
の
構
想
の
大
胆
さ
が
作
者
に
強
い
た
極
度
の

緊
張
か

ら
く
る
息
苦
し
さ
」
や
、
「
暎
笑
へ
の
嗜
好
に
も
か
か
わ
ら
ず
」

作
者
の
「
絶
望
の
深
さ
」
が
「
重
く
伝
わ
る
」
点
に
お
い
て
、
「
は
な

ば

な
し
い
成
功
作
」
と
は
言
い
が
た
い
が
「
今
年
度
発
表
さ
れ
た
小
説

　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

中
随
一
の
問
題
作
」
で
あ
る
と
い
っ
た
も
の
だ
。
大
岡
信
を
皮
切
り
に

川
村
二
郎
、
田
久
保
英
夫
、
高
野
斗
志
美
に
代
表
さ
れ
る
。
次
に
、
大

江
の

「
苦
渋
」
の
み
が
浮
上
し
「
人
工
的
な
カ
サ
カ
サ
し
た
感
触
し
か

　
　
　
　
で
も

得

ら
れ
な
い
」
、
あ
る
い
は
「
転
換
」
の
唐
突
さ
や
リ
ア
リ
テ
ィ
の
欠

如
を

も
っ
て
「
風
俗
で
あ
り
滑
稽
」
「
妄
想
謹
」
「
諏
刺
が
劇
画
調
」
と

い

っ

た

辛
辣
な
否
定
評
価
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
江
藤
淳
、
奥
野
健
男
、

勝
又

浩
、
月
村
敏
行
、
津
田
孝
に
代
表
さ
れ
る
。
一
方
、
こ
う
い
っ
た

否
定
的
評
価
面
を
こ
そ
重
視
し
て
、
従
来
の
小
説
の
枠
組
み
を
破
壊
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

F人
を

挑
発
す

る
表
現
」
の
面
白
さ
を
評
価
す
る
佐
々
木
信
綱
、
川
端

香
男
里

や
、
「
宇
宙
の
意
志
、
超
越
者
の
声
」
と
い
っ
た
「
形
而
上
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
こ

的
な
領
域
へ
の
踏
み
込
み
」
を
積
極
的
に
評
価
し
た
上
田
三
四
二
、
あ

る
い
は
作
品
世
界
内
の
「
数
」
の
過
剰
性
に
着
目
し
「
数
的
存
在
の
冒

　
　
　
　

険
謹
」
と
評
し
た
蓮
見
重
彦
な
ど
が
い
る
。
最
後
に
、
『
大
江
健
三
郎

全
作
品
6
』
（
第
H
f
i
）
　
（
新
潮
社
」
⑩
ミ
・
嵩
）
の
解
説
者
・
渡
辺
広
士

や
、
『
新
潮
現
代
文
学
9
・
大
江
健
三
郎
「
個
人
的
な
体
験
・
ピ
ン
チ

ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
』
（
新
潮
社
」
⑩
べ
8
・
　
1
2
）
　
g
解
説
者
・
中
野
孝
次
に
代

表
さ
れ
る
全
的
肯
定
評
価
は
、
作
品
細
部
か
ら
方
法
論
に
至
る
ま
で
大

江
の

意
図
に

沿
っ
た
詳
細
な
分
析
を
し
た
上
で
、
「
自
己
の
内
に
巣
食

う
暗
い
も
の
を
乗
り
超
え
よ
う
と
し
た
」
「
転
形
期
の
作
家
と
し
て
の

自
覚
」
（
渡
辺
）
を
認
め
、
「
森
」
が
「
無
言
の
う
ち
に
言
う
言
葉
こ
そ
、

書
き
手
と
読
み
手
と
双
方
を
貫
い
て
、
こ
の
小
説
の
祈
り
の
三
口
葉
で
あ

ろ
う
」
（
中
野
）
と
指
摘
し
た
。
「
祈
り
の
言
葉
」
ー
そ
れ
は
こ
と
に
以

下
の
本
文
を
指
し
て
い
る
。

全
体
ガ
ア
モ
ル
フ
ニ
崩
壊
シ
バ
ジ
メ
タ
時
代
・
世
界
二
生
キ
テ
ル

ン

ダ
カ
ラ
ネ
。
ナ
オ
サ
ラ
切
実
ナ
ワ
レ
ワ
レ
ノ
問
題
ト
シ
テ
、
滅

茶
苦
茶
ハ
ダ
メ
ダ
。
オ
レ
タ
チ
ハ
、
ソ
ノ
滅
茶
苦
茶
ヲ
建
テ
ナ
オ

シ
、
全
体
ヲ
蘇
生
サ
セ
ル
人
間
タ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ハ
ズ
ジ
ャ
ナ
イ

カ
？
　
　
　
　
　
　
（
第
八
章
「
続
『
親
方
』
の
多
面
的
研
究
」
）

　
F
ア
モ
ル
フ
」
と
い
う
印
象
的
な
語
は
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』

の

前
作

『
洪
水

は
わ
が
魂
に
及
び
』
に
も
登
場
し
て
い
た
。
死
を
予
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
モ
　
ル
　
フ

す
る
「
勇
魚
」
が
「
樹
木
の
魂
」
「
鯨
の
魂
」
に
向
け
て
、
「
無
定
形
」

一 75一



な
自
分
の
生
涯
や
現
実
世
界
が
「
ナ
ニ
モ
カ
モ
宙
ブ
ラ
リ
ン
デ
、
ソ
ノ

マ

マ

無
」
に
な
る
こ
と
を
繰
り
返
し
嘆
き
訴
え
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の

後

「
勇
魚
」
は
、
死
の
直
前
「
祈
る
よ
う
に
」
独
白
し
た
後
、
最
期
の

挨
拶

「
す
べ
て
よ
し
！
」
を
作
品
世
界
に
解
き
放
つ
。
筆
者
は
後
に
大

江
が

「
信
仰
な
き
者
の
祈
り
」
と
い
う
講
演
（
1
9
8
7
）
に
て
表
明
し
た

宗
教
的
感
性
、
普
遍
的
「
祈
り
」
に
つ
い
て
の
、
旦
ハ
象
化
し
た
初
発
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
洪
水

は
わ
が
魂
に
及
び
』
に
認
め
る
。
で
は
本
作
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー

調
書
』
で
は
ど
う
か
。
前
掲
文
は
「
全
体
ガ
ア
モ
ル
フ
ニ
崩
壊
」
す
る

状
況
に
「
滅
茶
苦
茶
」
と
い
う
語
が
相
侯
っ
て
、
混
沌
と
し
た
現
代
に

生

き
る
困
難
の
感
覚
と
「
絶
望
の
深
さ
」
を
強
調
し
つ
つ
、
し
か
し
後

半
で

［建
テ
ナ
オ
シ
、
全
体
ヲ
蘇
生
サ
セ
ル
人
間
タ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」

と
い
う
意
志
を
招
聰
す
る
。
こ
の
、
転
換
後
の
「
森
・
父
」
が
感
受
し

た
「
森
」
の
「
無
言
の
言
葉
」
を
、
中
野
は
「
祈
り
の
言
葉
」
と
評
し

た
の
だ
っ
た
。
絶
望
か
ら
の
苦
渋
を
経
て
、
希
望
へ
と
立
ち
向
か
う
に

あ
た
っ
て
浮
上
す
る
「
祈
り
」
の
気
配
、
そ
の
構
図
は
両
作
品
に
確
か

に

共
通
す

る
と
言
え
よ
う
。

二
、
対
照
1
「
祈
り
」
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」

　
と
こ
ろ
で
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
で
は
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄

弟
』
（
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
”
）
本
文
か
ら
直
載
i
g
J
　
F
p
r
a
y
」
　
（
祈
る
）

rpra
y
e
r
」
　
（
祈
り
）
の
語
の
引
用
・
解
釈
が
始
ま
っ
て
い
た
。
「
勇
魚
」

と
「
自
由
航
海
団
」
の
若
者
た
ち
は
「
震
自
」
（
「
祈
る
」
）
が
自
己
内

部
へ
と
「
集
中
」
す
る
行
為
で
あ
る
と
の
解
釈
を
得
て
ー
「
祈
る
よ
う

に
」
自
己
確
認
し
、
時
に
激
し
い
情
動
を
「
祈
る
よ
う
な
」
内
的
叫
び

声

と
し
て
響
か
せ
る
ー
い
わ
ば
求
心
的
な
自
己
意
識
の
運
動
と
言
葉
と

を
自
覚
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
一
方
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
で

は
「
イ
ン
ド
の
音
楽
家
が
書
い
た
手
記
」
を
「
森
・
父
」
が
読
み
上
げ

pt

o
中
k
J
　
F
p
r
a
y
」
　
F
祈
り
」
「
祈
る
」
と
い
っ
た
語
が
垣
間
見
え
る
。

し
か
し
［
昂
奮
し
て
」
「
叫
ぶ
よ
う
」
な
朗
読
は
、
難
聴
児
の
親
「
サ
ー

チ

ャ

ン

・
母
」
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
「
お
ま
え
は
お
ま
え
の
グ
ル
グ
ル
の

た
め
に
、
ま
ち
が
っ
た
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
祈
れ
！
」
「
色
気
違
い
！
」

等

と
痛
烈
に
罵
倒
さ
れ
、
続
行
で
き
ず
立
ち
消
え
る
。
ま
た
「
お
れ
」

（r森
・
父
」
）
は
、
東
京
駅
構
内
で
迷
子
に
な
っ
た
「
森
」
を
探
し
な

が

ら
「
誰
か
正
体
の
わ
か
ら
ぬ
他
者
に
向
け
て
」
「
救
助
を
も
と
め
て

い

る
無
信
仰
者
の
よ
う
」
に
「
そ
の
場
か
ぎ
り
の
祈
り
の
声
」
を
あ
げ

る
。
だ
が
そ
の
「
祈
り
」
と
は
、
「
光
・
父
」
の
小
説
に
引
用
さ
れ
て

い

た

ブ

レ

イ
ク
の
詩
「
失
わ
れ
た
小
さ
な
男
の
子
」
の
一
節
で
、
そ
れ

を
つ
ぶ
や
い
た
途
端
、
「
お
れ
」
（
「
森
・
父
」
）
こ
そ
が
「
オ
父
サ
ン
」

に

見
棄
て

ら
れ
た
幼
子
で
あ
る
ー
と
い
う
逆
転
し
た
感
覚
の
芽
生
え
を

用
意
す
る
。
つ
ま
り
緊
迫
し
た
中
で
生
じ
た
「
祈
り
」
の
感
情
は
、
ブ

レ

イ
ク
の
詩
の
一
節
と
融
合
し
、
父
子
「
転
換
」
発
現
の
予
兆
と
化
し

た
。
し
か
も
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
た
「
お
れ
」
の
当
時
の
心
情
が
「
光
’

父
」
に
伝
え
ら
れ
る
中
、
こ
の
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
「
お
れ
」
の
自

嘲
の
言
葉
「
冨
、
h
a
、
」
が
差
し
挟
ま
れ
る
こ
と
で
対
象
化
さ
れ
、
切

迫

し
た
「
祈
り
」
の
感
情
記
憶
は
霧
散
す
る
。
同
様
に
、
作
品
終
盤
の

r志
願
仲
裁
人
」
は
、
「
宇
宙
法
廷
の
裁
判
長
に
向
け
て
」
「
人
類
を
裁
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く
証
人
選
び
に
は
注
意
し
て
く
れ
」
と
二
心
不
乱
に
」
「
憐
れ
な
声

音
」
で
「
祈
り
つ
づ
け
」
る
の
だ
が
、
生
真
面
目
に
懇
願
す
る
そ
の
内

容
に
反
応
し
た
「
麻
生
野
桜
麻
」
の
盛
大
な
「
噴
き
出
し
」
笑
い
に
よ
っ

て
遮

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
前
作
の
「
祈
り
」
が
黙
示
録
に
似
た
モ
ノ

ロ

ー
グ
の
世
界
形
成
を
牽
引
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
『
ピ
ン
チ
ラ
ン

ナ
ー
調
書
』
の
「
祈
る
」
行
為
や
言
葉
は
、
自
身
や
他
者
に
よ
っ
て
対

象
化

さ
れ
、
あ
る
い
は
中
断
さ
れ
て
拡
散
し
笑
わ
れ
も
す
る
、
喜
劇
的

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
呼
び
水
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
l
つ
、
前
作
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
に
て
発
現
し
た
興
味

　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

深
い
語
に
「
幻
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
語
は
、
作
品
中
般
皿
「
自
由
航

海
団
」
の
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
不
意
に
も
た
ら
さ
れ
、
以
降
の
作
品
展

開
上
重
要
な
徴
表
と
し
て
頻
出
す
る
。
「
自
由
航
海
団
」
の
若
者
た
ち

は
、
先
々
で
為
す
べ
き
行
動
を
夢
か
現
か
の
瞬
間
に
現
れ
る
啓
示
の
ご

と
く
感
得
し
、
あ
る
い
は
死
の
と
ば
口
に
立
つ
危
機
的
状
況
の
際
の
行

為
的
直
観
と
し
て
、
さ
ら
に
は
来
る
べ
き
近
未
来
が
黙
示
録
的
破
滅
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ノ

あ
る
と
自
覚
し
て
、
　
F
幻
を
見
た
」
「
幻
を
う
け
つ
ぐ
」
　
F
幻

を
も
ち
つ
づ
け
る
」
と
い
う
使
い
方
を
し
た
。
彼
ら
と
共
に
生
活
す
る

よ
う
に
な
っ
た
「
勇
魚
」
も
ま
た
、
自
身
の
死
後
を
生
き
る
息
子
「
ジ

　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

ン

」

の

姿

を
「
幻
の
よ
う
に
経
験
」
し
、
や
が
て
そ
の
実
現
に
促

さ
れ
て
い
く
。
　
一
方
、
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
で
は
早
く
も
第
一

章
に
、
自
分
（
「
光
・
父
」
）
の
死
後
も
な
お
「
こ
の
世
界
に
生
き
残
る

息
子
」
の
「
肉
体
と
意
識
」
の
あ
り
よ
う
を
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て

r見
る
」
「
僕
」
の
発
話
が
提
示
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
「
息
子
」
（
「
光
」
）

は
「
僕
」
（
「
光
・
父
」
）
と
過
ご
し
た
日
々
の
記
憶
を
表
現
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
つ
い
に
は
父
親
で
あ
る
「
僕
」
の
記
憶
自
体
を
喪
失
す
る

で

あ
ろ
う
ー
そ
の
時
「
M
l
子
」
　
（
F
光
」
）
に
と
っ
て
「
僕
」
は
「
絶
対

的
な
無
で
あ
る
ほ
か
な
い
」
。
そ
の
あ
り
よ
う
を
、
「
僕
」
は
「
死
後
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
生
々
し
く
「
見
る
」
と
い
う
。
「
お
れ
」
（
「
森
・

父
」
）
は
そ
の
話
に
深
く
共
鳴
し
、
自
身
も
新
聞
記
事
を
契
機
に
し
た

F具
体
的
・
即
物
的
」
な
「
息
子
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
を
見
る
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

こ
の
よ
う
に
、
非
日
常
的
状
況
下
に
不
意
に
出
現
す
る
「
幻
」

（『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
）
と
は
違
い
、
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』

の

「
死

後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
は
「
光
・
父
」
「
森
・
父
」
の
日
常
生
活

に

根
ざ
す
直
接
経
験
が
生
み
出
す
ゆ
え
に
、
十
分
現
実
味
を
帯
び
た
、

憂
慮
せ

ず
に

は
い
ら
れ
な
い
未
来
予
想
図
と
し
て
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
僕
」
と
「
お
れ
」
を
結
ぶ
「
死
後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う

語
が

『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
程
に
揺
曳
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
こ
の
「
死
後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
を
喜
劇
的
に
覆
す
、
「
お
れ
」

の

新

た
な
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
の
獲
得
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
も
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

新
た

な
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
は
『
ユ
ン
グ
の
自
伝
2
』
「
死
後
の
生
命
」

一
節
の
援
用
で
あ
る
ゆ
え
に
、
既
に
そ
の
独
自
性
を
失
っ
て
、
む
し
ろ

ユ
ン

グ
の
「
夢
」
「
ひ
ら
め
き
」
を
「
森
・
父
」
が
軽
妙
に
受
容
し
た

経
緯
に
注
目
を
促
し
て
い
v
こ
と
と
な
る
。

111、
　
F
苗
7
」
　
コ
夢
相
心
」

新

た
な
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
に
援
用
さ
れ
た
『
ユ
ン
グ
の
自
伝
』
引
用
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部
分

は
、
実
際
に
ユ
ン
グ
が

を

見

て
、
「
半
分
夢
の
中
で
、

ら
ま
し
で
あ
っ
た
。

F空
飛
ぶ

円
盤
」
「
魔
法
の
幻
灯
」
の
夢

考
え

が
頭
に

ひ

ら
め
い
た
」
こ
と
の
あ

　

わ
れ
わ
れ
は
空
飛
ぶ
円
盤
が
わ
れ
わ
れ
の
投
影
で
あ
る
と
い
つ
も
考

え

て
い

る
。
し
か
し
、
今
や
、
わ
れ
わ
れ
が
彼
ら
の
投
影
と
な
っ
た
の

だ
。
私
は
魔
法
の
幻
灯
か
ら
、
C
・
G
・
ユ
ン
グ
と
し
て
投
影
さ
れ
て

い

る
。
し
か
し
、
誰
が
そ
の
器
械
を
操
作
し
て
い
る
の
か
。

　
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
に
反
復
し
て
引
用
さ
れ
た
こ
の
一
節
は
、

も
と
も
と
「
永
遠
の
人
、
自
己
と
、
時
空
の
世
界
に
お
け
る
地
上
の
人

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
困
難
な
問
題
」
と
し
て
ユ
ン
グ
が
夢
を
見
た
直

後
の
、
半
覚
醒
時
の
「
ひ
ら
め
き
」
「
直
観
」
の
言
説
で
あ
っ
た
。
そ

れ

を
自
身
の
現
実
的
な
「
生
」
に
引
き
受
け
た
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調

書
』
三
人
の
人
物
ー
「
森
・
父
」
の
元
同
僚
「
マ
ル
カ
ム
・
モ
ー
リ
ア
」
・

F森
・
父
」
・
「
光
・
父
」
ー
の
解
釈
は
そ
れ
ぞ
れ
三
者
三
様
で
あ
る
。

例
え
ば
「
マ
ル
カ
ム
・
モ
－
リ
ア
」
は
、
ユ
ン
グ
の
「
誰
が
そ
の
器
械

を
操
作
し
て
い
る
の
か
」
の
問
い
に
「
滅
亡
し
そ
う
な
地
球
を
看
視
す

る
た
め
に
や
っ
て
き
た
『
神
々
』
が
、
魔
法
の
幻
燈
を
操
作
し
て
い
る
」

と
容
易
に
答
え
る
人
物
だ
。
彼
は
「
神
々
」
と
の
「
交
感
」
を
「
夢
想

し
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
の
実
現
の
た
め
に
」
大
学
の
研
究
職
を
辞
し
、

つ
い

に

「
飛
行
機
械
の
製
造
販
売
に
踏
み
き
っ
た
」
の
だ
っ
た
。
そ
の

彼
か

ら
『
ユ
ン
グ
の
自
伝
』
を
薦
め
ら
れ
た
「
森
・
父
」
は
、
「
わ
れ

わ
れ
が
彼
ら
の
投
影
と
な
っ
た
の
だ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
手
掛
か
り

に
、
自
分
た
ち
の
「
転
換
」
が
F
超
越
者
」
の
意
図
の
も
と
に
起
き
た

出
来
事
で
、
「
超
越
者
」
か
ら
託
さ
れ
た
「
使
命
の
実
現
」
が
「
新
た

な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
と
な
っ
た
。
ユ
ン
グ
の
夢
と
「
ひ
ら
め
き
」
を
支
柱

に

据

え
た
彼
の
「
新
た
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
は
、
「
転
換
」
し
た
「
お
か

し
な
二
人
組
」
を
雄
々
し
い
冒
険
行
へ
と
誘
う
こ
と
と
な
る
。
し
か
し

実

は
、
ユ
ン
グ
の
「
投
影
」
に
関
す
る
「
森
・
父
」
の
援
用
は
、
既
に

r転
換
」
前
に
起
き
て
い
た
の
だ
っ
た
。
例
え
ば
「
光
・
父
」
か
ら
長

年
嫌
が

ら
せ
を
続
け
る
青
年
（
自
称
「
死
ん
だ
猿
」
）
の
話
を
聞
い
た

彼

が
、
「
そ
の
青
年
が
夢
想
し
て
い
る
の
は
、
あ
る
日
だ
ね
、
逆
転
と

い

う
か
転
換
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
」
と
告
げ

た
こ
と
、
ま
た
は
、
「
光
・
父
」
の
「
死
後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
に
同
調

し
た
後
に
「
な
ん
と
か
そ
の
構
造
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
や
り
た
い
」

と
眩
v
こ
と
な
ど
ー
ユ
ン
グ
の
「
夢
」
に
よ
る
「
ひ
ら
め
き
」
が
も
た

ら
し
た
ト
リ
ッ
キ
ー
な
「
逆
転
」
「
転
換
」
の
発
想
は
、
「
転
換
」
前
の

F森
・
父
」
の
内
部
で
着
実
に
周
到
に
内
在
化
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

1方
、
　
F
森
・
父
」
か
ら
「
夢
の
問
題
」
の
解
決
と
し
て
同
書
を
薦
め

ら
れ
た
「
光
’
父
」
は
、
読
後
「
意
識
と
無
意
識
と
の
、
肉
体
の
な
か

で
の

共
同
生
活
に
、
ひ
と
つ
の
和
解
」
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
彼
は

ユ
ン

グ
の
「
魔
法
の
幻
灯
」
か
ら
の
「
ひ
ら
め
き
」
に
「
ヨ
ガ
行
者
」

の

夢

と
を
総
和
し
た
至
福
の
思
念
の
も
と
で
、
充
足
の
瞬
間
を
得
る
の

だ
o
す
な
わ
ち
「
魔
法
の
幻
灯
」
か
ら
「
投
影
」
さ
れ
た
「
僕
と
息
子
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の

構
図
を
逆
向
き
に
遡
る
と
、
つ
い
に
二
人
は
「
ひ
と
つ
の
光
源
か
ら
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発

し
た
」
投
影
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
二
人
が
「
あ
ち
ら
側
」

で

は
「
無
意
識
の
出
生
前
の
全
体
性
」
と
し
て
l
つ
k
J
　
F
v
る
み
こ
」

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
「
濃
密
な
喜
び
と
と
も
に
」
「
夢
想
」
す
る
の
で

あ
る
。
ユ
ン
グ
の
「
夢
」
「
ひ
ら
め
き
」
を
契
機
に
三
者
が
得
た
そ
の

後
の
経
験
は
、
「
夢
想
」
の
現
実
化
へ
、
ま
た
は
「
冒
険
」
へ
の
出
立

の

触
媒
に
、
さ
ら
に
は
悦
惚
感
あ
ふ
れ
る
「
夢
想
」
を
も
た
ら
し
た
の

で
あ
っ
た
。

　
虚
無
的
な
「
死
後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
を
「
ひ
っ
く
り
か
え
し
」
、
新

た
な
希
望
に
満
ち
た
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
生
成
を
用
意
し
た
ユ
ン
グ
の

F夢
」
「
ひ
ら
め
き
」
に
倣
っ
て
、
「
森
・
父
」
は
「
光
・
父
」
に
向
け

た
語
り
に
お
い
て
自
ら
の
「
夢
」
「
夢
想
」
の
語
を
積
極
的
に
呈
示
す

る
よ
う
に
な
る
。
「
夢
」
の
数
々
は
、
身
体
感
覚
と
融
通
し
た
意
識
・

無
意
識
の
対
立
・
統
合
が
表
出
し
、
あ
る
い
は
未
来
へ
の
潜
在
的
願
望

が

「
暗
喩
に
よ
る
表
現
」
や
構
造
と
し
て
開
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

ア

ノ

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ト
ロ
ン

F反
・
キ
リ
ス
ト
」
た
る
「
親
方
」
の
政
権
獲
得
を
補
佐
し
た
「
森
」

F森
・
父
」
が
、
「
最
後
の
土
壇
場
で
か
れ
に
叛
逆
」
し
「
ナ
チ
突
撃
隊

員
の
炬
火
行
進
を
モ
デ
ル
」
に
し
た
「
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
を
小
躍
り
し

大
笑
い
し
な
が
ら
眺
め
や
る
「
壮
大
な
夢
」
は
、
作
品
終
盤
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

実
際
に
、
衰
弱
し
た
「
親
方
」
か
ら
「
核
武
装
構
想
」
の
協
力
要
請
に

表
面
上
追
従

す
る
「
森
・
父
」
の
内
面
に
、
「
核
爆
発
ノ
カ
」
占
有
へ

の

デ

ー
モ
ニ
ッ
シ
ュ
な
野
望
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
と
通
底
す
る
。

ア

ン

チ

F反
・
キ
リ
ス
ト
」
は
「
森
・
父
」
の
中
に
も
潜
在
し
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
彼
が
明
か
し
た
最
後
の
「
夢
」
は
、
「
ヤ
マ
メ
軍
団
」
の
新
人

兵
士

と
し
て
「
勇
気
凛
々
」
に
行
軍
す
る
「
お
れ
と
森
」
、
加
え
て

r
パ

リ
で
総
死
し
た
友
達
」
や
墜
落
死
し
た
は
ず
の
「
義
人
」
、
r
光
」

F光
’
父
」
、
そ
の
他
多
く
の
時
空
を
越
え
た
「
懐
か
し
い
人
び
と
」
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

同
が
、
「
最
強
最
悪
の
敵
『
親
方
』
を
打
ち
倒
す
関
の
声
」
を
あ
げ
な

が

ら
進
み
ゆ
く
「
解
放
」
的
な
「
立
体
パ
ノ
ラ
マ
」
状
の
幸
福
な
世
界

で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
夢
見
る
魂
を
重
く
充
実
さ
せ
」
た
そ
の
「
夢
」

は
、
「
突
然
の
デ
ッ
ド
・
エ
ン
ド
の
壁
」
が
立
ち
は
だ
か
り
、
「
宇
宙
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

意
志
」
で
あ
る
「
転
換
」
が
　
F
『
親
方
』
ノ
内
ニ
コ
ソ
発
シ
テ
イ
ル
モ

ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
」
と
の
疑
義
が
差
し
挟
ま
れ
て
、
瞬
時
に
「
悪
夢
の
棘
」

の

r傷
」
を
残
す
。
こ
の
不
穏
な
「
夢
」
の
結
構
は
、
作
品
最
終
場
面

の

痛
快
な
立
ち
回
り
か
ら
急
転
し
、
「
悪
夢
」
の
相
貌
を
顕
す
こ
と
に

結
ば
れ
る
。
そ
れ
は
、
渾
身
の
力
を
振
り
絞
り
「
お
れ
」
の
野
心
を
林
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

じ
た
「
森
」
の
「
右
手
」
に
よ
っ
て
、
即
時
「
親
方
」
も
ま
た
撲
殺
さ

　
　
　
　
ア
ン
チ

れ

て
、
「
反
・
キ
リ
ス
ト
を
、
そ
の
実
現
の
ま
え
に
お
し
つ
ぶ
す
」
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

人
の

任
務
は

遂
行
し
た
か
に
見
え
た
。
が
、
「
森
」
は
、
「
親
方
」
の
悪

し
き
工
作
資
金
五
億
円
を
「
颯
爽
」
と
「
か
っ
さ
ら
い
」
逃
亡
す
る
も
、

背
後
に

機
動
隊
の
「
デ
ッ
ド
・
エ
ン
ド
の
壁
」
が
立
ち
は
だ
か
る
。
そ

こ
で
「
道
化
集
団
」
に
よ
っ
て
焚
き
付
け
ら
れ
た
「
山
車
の
炎
」
の
た

だ

な
か
に
「
頭
か
ら
ダ
イ
ビ
ン
グ
」
し
、
F
紙
幣
」
も
ろ
と
も
燃
え
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ノ
チ

が

る
最
期
を
遂
げ
る
の
だ
。
「
反
・
キ
リ
ス
ト
」
の
君
臨
を
未
然
に
阻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

止

し
た
救
い
主
「
森
」
と
、
「
親
方
」
か
ら
「
生
ま
れ
つ
き
の
道
化
」

と
命
名
さ
れ
た
「
森
・
父
」
の
冒
険
は
、
つ
い
に
終
止
符
を
打
つ
。

　
F
夢
は
い
わ
ば
湿
り
気
の
な
い
無
意
識
の
産
物
」
で
あ
り
、
「
無
意
識
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と
い
う
も
の
が
意
識
に
対
し
て
補
償
的
な
い
し
は
補
完
的
に
働
く
」

　
　
　
　
　
　

（
ユ
ン

グ
）
の
で
あ
れ
ば
、
「
森
・
父
」
が
「
森
」
や
「
光
’
父
」
に
夢
・

意
識
・
行
為
を
語
り
記
す
の
は
、
は
か
ら
ず
も
お
よ
そ
患
者
と
心
理
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ス
ト

の

ご
と
き
関
係
性
を
築
く
こ
と
と
な
る
。
「
光
’
父
」
が
r
幻
の

ラ
　
イ
　
タ
　
　

書

き
手
」
と
し
て
「
な
に
も
か
も
あ
ら
い
ざ
ら
い
」
話
す
彼
の
言
葉
に

時
折
疑
義
を
抱
き
つ
つ
受
容
す
る
う
ち
に
、
二
人
の
間
に
コ
三
口
葉
」

F文
体
」
の
相
互
作
用
を
見
出
す
の
も
、
転
移
・
逆
転
移
の
構
図
を
想

像
さ
せ
る
。
挙
句
、
「
お
れ
」
（
「
森
・
父
」
）
が
コ
三
口
葉
を
発
し
え
ぬ
こ

と
に
な
っ
た
時
」
「
き
み
が
お
れ
の
か
わ
り
に
言
葉
を
発
し
、
か
つ
そ

れ

を
記
述
す
る
」
よ
う
要
請
す
る
ほ
ど
に
、
語
り
手
「
森
・
父
」
、
記

述
者

「
光
・
父
」
の
境
界
線
は
そ
の
時
点
（
第
十
一
章
）
で
大
き
く
揺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ス
ト

ら
ぎ
、
実
は
「
お
か
し
な
二
人
組
」
の
「
冒
険
」
謹
が
「
幻
の

ラ
　
イ
　
タ
　
ロ

書

き
手
」
「
光
・
父
」
一
人
に
よ
る
想
像
上
の
創
作
行
為
に
と
っ
て
代

わ
っ
て
い
る
可
能
性
を
も
浮
上
す
る
。
極
論
す
れ
ば
作
品
世
界
そ
の
も

の

が
、
覚
醒
し
つ
つ
想
像
さ
れ
た
「
小
説
家
」
「
光
・
父
」
の
「
夢
想
」

と
言
い
得
る
ほ
ど
に
。

　
と
こ
ろ
で
『
大
江
健
三
郎
全
作
品
』
第
二
期
全
六
巻
（
」
ぼ
↓
・
Φ
～

1978
　
・
　
2
新
潮
社
）
に
は
各
巻
に
エ
ッ
セ
イ
（
後
『
表
現
者
た
ち
』
に

Il5
ms

1978
　
・
　
1
0
新
潮
社
）
が
書
き
下
ろ
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容
と
最

終
巻
の
末
尾
を
見
る
限
り
、
そ
れ
が
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
て
執
筆
さ
れ

た

も
の
と
わ
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
エ
ッ
セ
イ
執
筆
は
「
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー

調
書
」
最
終
稿
執
筆
と
脱
稿
ま
で
の
時
期
と
重
な
り
あ
う
こ
と
に
な
る
。

ち
ょ
う
ど
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
と
『
新
潮
』
連
載
の
文
学
エ
ッ

セ

イ
（
後
『
文
学
ノ
ー
ト
』
に
収
m
s
1
9
7
4
・
1
1
新
潮
社
）
に
お
け
る
緊

密

な
対
関
係
と
同
様
に
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
も
ま
た
、
小
説
と
創
作
意

識

を
開
示
す
る
エ
ッ
セ
イ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
ハ
ロ
　

よ
う
。
そ
の
中
の
F
表
現
生
活
に
つ
い
て
の
表
現
ー
わ
が
猶
予
期
間
1
」

に

よ
れ
ば
、
大
江
の
創
作
活
動
に
お
い
て
障
害
の
あ
る
息
子
「
光
」
の

存
在

は
、
自
分
の
「
意
識
の
明
る
い
部
分
は
も
と
よ
り
、
暗
い
深
み
ま

で

を
も
照
ら
し
出
」
す
光
源
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
実
で
も
あ
る
『
洪
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は

わ
が
魂
に
及
び
』
を
書
き
終
え
た
時
「
も
う
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
相

互
関
係
に
お
い
て
は
、
父
親
と
知
恵
遅
れ
の
幼
児
に
つ
い
て
書
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は

な
い
だ
ろ
う
」
と
思
い
到
っ
た
の
だ
が
、
「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
い
う
「
自
分
の
言
葉
そ
の
も
の
が
新
し
い
契
機
を
な
し
て
」
、
F
こ
れ

ヘ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ま
で
の
よ
う
な
」
「
相
互
関
係
」
を
「
逆
転
」
さ
せ
た
「
新
し
い
相
互

関
係
へ
の
小
説
」
を
構
想
し
た
ー
そ
れ
が
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』

で
あ
っ
た
。

　
前
作
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
は
息
子
「
ジ
ン
」
を
内
在
化
し
よ

う
と
試
行
す
る
父
「
勇
魚
」
が
、
最
終
場
面
で
「
ジ
ン
」
を
「
自
由
航

海
団
」
の
若
者
た
ち
に
託
し
、
機
動
隊
に
抵
抗
の
末
、
　
F
死
」
を
目
前

に

す
る
「
父
」
の
物
語
で
あ
っ
た
。
そ
の
構
図
を
「
逆
転
」
さ
せ
た

『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
で
は
、
生
き
延
び
る
の
は
「
子
」
で
は
な

く
F
森
・
父
」
で
あ
り
、
「
子
」
の
「
森
」
は
「
死
」
に
向
け
て
疾
走

す

る
役
割
を
担
う
。
あ
る
い
は
「
逆
転
」
は
、
「
転
換
」
直
後
に
訪
れ

た
「
お
れ
」
の
「
ひ
と
つ
の
啓
示
」
に
よ
っ
て
、
息
子
「
森
」
を
心
の
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内
で
「
森
ト
ウ
チ
ャ
ン
」
と
呼
び
そ
の
指
示
を
熱
烈
に
乞
う
、
父
子
関

係
の
転
倒
に
結
ば
れ
て
も
い
る
。
つ
ま
り
「
死
」
に
向
か
う
結
末
自
体

を
そ
の
ま
ま
に
据
え
、
「
息
子
」
の
眼
を
も
兼
ね
備
え
た
「
お
れ
」

（
「森
・
父
」
）
が
、
「
父
」
の
ご
と
き
「
息
子
」
（
「
森
」
）
の
「
死
ん
で

行

く
」
光
景
を
直
視
す
る
よ
う
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、

『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
最
終
場
面
で
「
超
老
人
の
男
姿
」
「
全
身
を

覆
う
蓬
髪
を
な
び
か
せ
て
」
豪
放
に
「
死
ん
で
行
く
」
壮
年
の
子
「
森
」

を
眼
前
に
し
た
若
年
の
父
「
お
れ
」
（
「
森
・
父
」
）
が
、
「
父
親
的
な
感

動
」
か
ら
一
転
し
て
退
行
し
「
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
ぼ
う
」
の
よ

う
に
泣
き
叫
ぶ
結
末
も
、
多
重
性
を
帯
び
た
き
わ
め
て
象
徴
的
な
「
逆

転
」
「
転
換
」
の
見
事
な
結
構
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
前
述
の

エ

ッ

セ

イ
に
は
、
こ
の
「
逆
転
」
の
「
構
想
」
を
語
っ
た
直

後
、
次
の
よ
う
な
大
江
自
身
の
「
夢
想
」
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

漠
然

と
夢
想
す
る
こ
と
は
、
僕
が
生
涯
を
終
ろ
う
と
す
る
時
、
そ

の

よ
う
に
死
ん
で
行
く
僕
と
、
僕
の
死
後
も
こ
の
世
界
に
生
き
残

る
息
子
の
意
識
に
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
で
き
ご

と
な
の
か
を
、
そ
れ
こ
そ
自
分
の
最
終
の
文
章
と
し
て
僕
が
書
こ

う
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ

も
そ
も
「
夢
想
」
と
は
、
大
江
が
愛
読
す
る
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
定

　ロ
　義

に

従
え

ば
、
「
夢
か
ら
の
派
生
現
象
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
増
大

す
る
意
識
」
に
よ
っ
て
「
人
間
的
な
心
的
作
用
を
保
持
す
る
正
常
な
」

r非
現
実
機
能
」
に
よ
っ
て
「
解
放
」
を
も
た
ら
し
、
人
間
を
「
た
ま

し
い
の
発
生
状
態
」
に
導
く
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
「
詩
的
夢
想
」
は

Fみ
ず
か

ら
を
記
述
す
る
夢
想
で
あ
り
、
あ
る
い
は
す
く
な
く
と
も
書

く
こ
と
を
期
待
す
る
夢
想
」
と
さ
れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
翻
っ

て
大
江
の
「
夢
想
」
も
、
本
来
な
ら
ば
「
息
子
」
の
眼
前
で
「
死
ん
で

行

く
」
自
分
の
悲
槍
な
臨
終
場
面
で
あ
り
な
が
ら
、
末
期
の
自
分
と

F息
子
の

意

識
」
の
交
流
を
一
対
に
し
た
至
福
の
局
面
の
言
語
化
を
待

ち
望
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
父
の
「
末
期
」
と
す
る
か
「
死
後
」
と
す
る
か
に
懸
隔
は
あ

る
も
の
の
、
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
が
提
示
し
た
虚
無
的
な
「
死

後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
も
ま
た
、
父
亡
き
後
の
息
子
の
意
識
の
あ
り
よ
う

を
先
取
り
す
る
光
景
で
あ
っ
た
。
父
と
子
の
対
関
係
は
、
し
か
し
、
正

確
に

は
父
に
よ
る
息
子
へ
の
一
方
向
的
な
同
l
化
に
基
づ
く
故
に
、
そ

の

呼
び
か
け
は
鏡
面
に
反
射
し
再
び
父
の
も
と
に
帰
着
す
る
こ
と
と
な

る
。
自
分
の
子
で
あ
る
ゆ
え
に
最
も
近
く
、
ま
た
障
害
を
持
つ
ゆ
え
に

一
層
困
難
な
、
他
者
と
の
同
l
化
へ
の
切
な
る
欲
望
は
、
逆
説
的
に
、

い

わ
ば
満
た
さ
れ
ぬ
ま
ま
常
に
湧
出
し
続
け
な
が
ら
、
自
己
内
部
の
不

統
1
に
よ
る
衝
迫
を
不
断
に
生
む
。
前
述
し
た
作
中
の
言
葉
「
全
体
ガ

ア

モ

ル
フ

ニ
崩
壊
」
「
滅
茶
苦
茶
」
や
F
絶
対
的
な
無
」
「
宙
ぶ
ら
り
ん
」

と
い
う
語
を
「
勇
魚
」
（
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
）
「
光
・
父
」
「
森
・

父
」
の
誰
も
が
共
通
し
て
内
面
化
し
反
復
し
て
語
る
の
も
、
危
機
的
な

時
代
性
の
感
受
あ
る
い
は
社
会
的
疎
外
感
に
加
え
て
、
自
己
の
内
面
に

潜
在
す
る
息
子
へ
の
同
l
化
の
「
影
」
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
言
葉
が
浮
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上
す

る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
翻
っ
て
、
そ
の
「
影
」
は
、

大
江
の

「
た
ま
し
い
」
が
も
た
ら
す
「
夢
想
」
に
対
峙
す
る
、
峻
厳
な

「
現
実
機
能
」
の
働
き
が
も
た
ら
し
た
表
象
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ナ
ン
テ
オ
ド
ロ
ミ
　

　
　
四
、
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
－
」
F
相
互
反
　
転
」
「
全
体
化
」

　
F
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
の
原
稿
執
筆
時
と
重
複
す
る
『
大
江
健

三
郎
全
作
品
』
第
二
期
の
エ
ッ
セ
イ
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
そ
の

他
に
も
当
時
の
大
江
の
創
作
意
識
を
知
り
得
る
言
説
が
あ
る
。
一
九
七

o
年
秋
か

ら
始
ま
っ
た
討
論
会
を
踏
ま
え
、
編
集
委
員
と
し
て
名
を
連

ね

て
い

る
『
岩
波
講
座
　
文
学
』
（
」
Φ
謡
～
1
9
7
6
）
に
寄
せ
た
論
文
群

で

あ
る
。
「
文
学
」
を
「
人
間
の
仕
業
」
と
言
い
換
え
て
多
角
的
な
定

義
を

試
み
た

「
な
ぜ
人
間
は
文
学
を
つ
く
り
出
す
か
」
（
第
1
巻
）
、
バ

シ

ュ

ラ
ー
ル
、
ブ
レ
イ
ク
の
想
像
力
論
を
基
軸
に
据
え
て
旦
ハ
体
的
な
作

品
分
析
を
提
示
し
た
「
創
造
の
原
理
と
し
て
の
想
像
力
」
（
第
2
巻
）
、

現
代
社
会
に

蔓
延

す
る
「
支
配
構
造
の
言
葉
・
表
現
の
混
沌
」
に
抵
抗

し
、
F
全
面
的
な
再
生
・
更
新
」
に
向
け
た
「
人
間
の
仕
業
」
を
模
索

し
た
「
現
代
世
界
に
お
け
る
危
機
の
中
で
の
表
現
」
（
第
H
巻
）
、
r
表

現
に

お
け
る
全
体
」
へ
の
志
向
性
を
考
察
し
た
「
全
体
と
は
何
か
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
を
見
る
眼
は
ど
の
よ
う
な
眼
で
あ
る
の
か
」
　
（
第
1
2
巻
）
の
四
本
で
、

当
時
の
大
江
の
、
創
作
に
お
け
る
主
要
な
問
題
意
識
と
考
察
が
一
連
の

流
れ

を
踏
ま
え
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
第
H
、
1
2
巻
で
は
、

r
こ
の
危
機
の
な
か
で
こ
そ
」
「
た
と
え
ば
核
時
代
の
道
化
、
環
境
破
壊

の

天
地
で
の

ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
、
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
表
現
の
湧
出
を
、

ど
う
し
て
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
期
待
し
え
ぬ
理
由
が
あ
ろ
う
？
」
（
第
H

巻
）
と
し
て
、
　
r
享
受
者
の
意
識
と
肉
体
に
、
全
体
に
向
け
て
跳
び
超

え
・
乗
り
超
え
る
、
充
分
に
深
い
射
程
と
強
い
志
向
性
を
そ
な
え
た
動

き
を
喚
起
し
う
る
」
有
効
な
「
触
媒
」
に
、
「
道
化
の
祖
型
で
あ
る
神

話
的
存
在
」
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
を
提
示
す
る
（
第
1
2
巻
）
。
そ
の
具

体
例
に
、
大
江
は
ラ
デ
ィ
ン
、
ケ
レ
ー
ニ
ィ
、
ユ
ン
グ
著
、
山
口
昌
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

解
説
の
『
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
か
ら
、
ラ
デ
ィ
ン
の
「
ウ
ィ
ネ
バ
ゴ
．

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
神
話
」
論
文
を
引
用
し
、
全
て
の

生

き
物
は
「
世
界
を
さ
す
ら
う
」
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
と
の
出
会
い

に

よ
っ
て
「
笑
い
」
と
と
も
に
「
概
念
的
に
固
定
し
た
意
味
合
い
を
洗

い

流

さ
れ
、
想
像
力
的
な
弾
性
を
そ
な
え
た
」
世
界
の
再
構
成
を
経
験

す

る
と
確
認
す
る
。
そ
し
て
　
r
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
こ
そ
が
「
全
体
と

は
な
に
か
」
「
ど
の
よ
う
に
全
体
を
見
る
眼
を
か
ち
と
る
か
」
の
「
根

本
的
な
問
い
」
を
充
た
し
、
F
全
体
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
作
家
の
方

法
的
媒
体
」
に
な
り
得
る
と
確
信
す
る
。
『
岩
波
講
座
　
文
学
』
編
集

人
’
高
橋
和
巳
が
最
も
強
く
主
張
し
た
「
人
間
と
し
て
の
全
体
像
」
把

握
へ
の
希
求
を
、
急
逝
し
た
高
橋
の
問
い
か
け
を
自
身
に
引
き
つ
け

F自
分
と
い
う
一
個
の
人
間
の
全
体
性
を
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
な

が

ら
」
表
現
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
大
江
の
、
1
つ
の
答
え
で
あ
っ

た
。

　

そ
れ
で
は
「
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
で
「
生
ま
れ
つ
き
の
道
化
」

と
名
指
し
さ
れ
た
「
森
・
父
」
は
は
た
し
て
「
神
話
的
存
在
」
の
「
ト

リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
で
あ
っ
た
の
か
o
そ
こ
で
、
大
江
論
文
に
引
用
さ
れ
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た
『
ト
リ
ッ
ク
ス
Q
x
　
－
－
』
と
い
う
書
物
に
、
ユ
ン
グ
の
論
文
が
収
録
さ

れ

て
い

る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
留
意
し
た
い
。
ユ
ン
グ
の
言
葉
が
「
ピ

ン

チ

ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
の
世
界
そ
の
も
の
に
「
転
換
」
を
も
た
ら
す
典

拠

あ
る
い
は
「
仕
掛
け
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
ユ
ン
グ
論
文

を
通
読
す
る
と
、
次
の
記
述
の
反
映
上
に
「
森
」
「
森
・
父
」
の
最
後

が
あ
る
こ
と
を
想
像
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
神
話
の
終
り
に
、
救
世
主
が
予
示
さ
れ
る
な

ら
ば
、
そ
の
慰
め
を
与
え
る
予
感
や
希
望
は
、
何
か
災
難
が
起
こ

り
、
そ
れ
が
意
識
的
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

F救
い

の

な
い
」
失
望
の
な
か
か
ら
の
み
、
救
世
主
へ
の
渇
望
が

生

じ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
影
の
認
知
と
避
け
難
い
統
合
と
は
、

あ
ま
り
に
も
苦
し
い
状
態
を
引
き
お
こ
す
の
で
、
超
自
然
的
な
救

世
主
の

み

そ

の

も
つ
れ
た
運
命
の
糸
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
個
人
の
場
合
に
は
、
影
の
な
げ
か
け
た
問
題
は
、

ア

ニ

マ

の

水
準
で
、
つ
ま
り
関
係
性
と
い
う
こ
と
を
通
じ
て
答
え

ら
れ
る
。
個
人
の
場
合
と
同
様
に
、
集
団
的
、
歴
史
的
に
み
て
も
、

そ

れ
は

意
識
の
発
展
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
グ
ノ
イ
ア
、

つ

ま
り
無
意
識
内
の
と
ら
わ
れ
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
す
。
そ
し

て
、
救
世
主
は
従
っ
て
光
を
も
た
ら
す
人
な
の
で
あ
る
。

　
集
団

的
、
神
話
的
形
態
に
お
け
る
と
同
時
に
、
個
人
の
影
も
ま

　
　
エ
ナ
ン
テ
ア
ド
ロ
ミ
コ

た
、
相
互
反
　
転
、
つ
ま
り
逆
転
の
可
能
性
を
そ
の
内
部
に
も
っ

て
い

る
の
で
あ
る
。

C
．
G
．
ユ
ン
グ
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
像
の
心
理
」
『
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
』

　
F
ウ
ィ
ネ
バ
ゴ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
i
神
話
」
と
ユ

ン

グ
の
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
像
」
分
析
と
を
「
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
」

に

照
合
す
る
と
、
そ
の
類
似
性
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
「
ト
リ
ッ
ク

ス

タ
ー
神
話
」
に
よ
れ
ば
、
旅
の
終
盤
「
彼
は
急
に
、
自
分
が
地
球
創

造
者
か

ら
地
球
へ
よ
こ
さ
れ
た
目
的
を
思
い
出
し
」
、
地
球
上
の
邪
魔

者
や

人

々
を
苦
し
め
て
い
る
も
の
を
「
殺
し
て
は
食
べ
」
、
F
天
に
昇
っ

た
」
と
い
，
o
O
　
F
宇
宙
的
な
超
越
者
」
に
よ
っ
て
「
転
換
」
を
は
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

た

と
言
う
「
森
・
父
」
の
使
命
感
や
、
「
森
」
に
よ
る
「
親
方
」
の
殺

害
、
挙
句
の
「
森
」
の
最
期
は
、
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
i
」
の
思
考
・
行

為
．
結
末
に
類
似
す
る
。
あ
る
い
は
自
分
の
「
両
方
の
手
を
争
わ
せ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

F
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
神
話
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
同
じ
v
、
「
親
方
」
の
提

案
に
l
s
s
　
r
核
」
支
配
へ
の
欲
望
を
抱
い
た
「
森
・
父
」
の
内
面
に
、

F自
分
の
両
手
を
闘
わ
せ
た
」
幼
児
期
の
「
最
初
の
苦
痛
の
記
憶
」
が

甦

り
、
彼
が
生
来
の
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ

れ

る
。
し
か
し
留
意
す
べ
き
は
「
転
換
」
後
の
「
森
・
父
」
の
野
心
の

表
徴
は
「
左
手
」
の
み
で
、
そ
の
野
心
も
「
森
」
の
力
強
い
「
右
手
」

に

屈
し
て
厳
し
く
抑
え
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
終
局
「
右
手
」

F左
手
」
の
対
立
が
1
I
人
1
組
に
分
担
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い

は

「
生

ま
れ
つ
い
て
の
道
化
」
と
命
名
さ
れ
た
「
森
・
父
」
の
軽
妙
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

饒
舌
や

行
動

と
、
「
親
方
」
の
「
核
」
武
装
計
画
を
ご
破
算
に
し
た

「
森
」
の
「
救
世
主
」
的
行
為
な
ど
、
と
も
に
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
神
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話
」
の
多
義
的
性
質
を
二
人
一
組
で
担
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
「
失
望
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ナ
ン
テ
オ
ド
ロ
ミ
ハ

ゆ

え

の

「
渇
望
」
が
生
み
出
し
た
「
超
自
然
的
」
な
「
相
互
反
　
転
」
、

す
な
わ
ち
「
転
換
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
の
「
も
つ
れ
た
運
命
の
糸
を

解
き
ほ
ぐ
」
し
、
F
無
意
識
内
の
と
ら
わ
れ
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
す
」

た

め

に
、
二
人
一
組
の
「
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
」
は
そ
の
使
命
を
果
た
す
。

ユ
ン

グ
に
倣
え
ば
、
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
「
森
」
は
「
未
来
の
可
能
性
」

に

向
け
て
「
森
・
父
」
を
「
総
合
」
す
る
「
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
調
停

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

者
、
救
い
手
、
す
な
わ
ち
全
体
性
を
作
る
者
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

r
ト
リ
ッ
ク
ス
i
A
　
－
」
　
F
森
・
父
」
は
、
か
け
が
え
の
な
い
「
影
」
あ
る

い

は

「
鏡
像
」
と
し
て
の
「
森
」
の
消
失
が
も
た
ら
す
一
瞬
の
「
光
」

を
受
け
て
、
道
半
ば
、
全
体
性
に
向
け
た
新
た
な
「
自
r
L
］
」
再
生
の
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ロ

地
点
に
泣
き
叫
び
な
が
ら
立
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ナ
ン
テ
オ
ド
ロ
ミ
　

　
　
五
、
お
わ
り
に
ー
「
も
う
1
つ
の
相
互
反
　
転
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
r
ど
ん
で
ん
返
し
」
（
林
道
義
）
あ
る
い
は
「
相
互
反
転
」
（
河
合
隼

雄
）
と
翻
訳
さ
れ
る
「
エ
ナ
ン
テ
ィ
オ
ド
ロ
ミ
ー
」
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

ト
ス
の
用
語
「
エ
ナ
ン
テ
ィ
オ
ド
ロ
ミ
ア
」
（
逆
流
）
を
原
義
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

ユ
ン

グ
の
心
理
学
用
語
で
あ
る
。
「
集
合
的
無
意
識
の
諸
元
型
」
に
よ

れ

ば
、
「
人
格
化
さ
れ
る
元
型
」
は
同
時
に
「
真
正
な
シ
ン
ボ
ル
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

も
あ
り
、
「
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
プ
ロ
セ
ス
と
は
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
体

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　

ヘ

　
　

ヘ

　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

験

す
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
イ
メ
ー
ジ
を
体
験
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と

言
う
。
そ
の
「
プ
ロ
セ
ス
の
進
行
」
は
「
否
定
と
肯
定
、
喪
失
と
獲
得
、

明
と
暗
の
リ
ズ
ム
」
を
示
し
な
が
ら
「
エ
ナ
ン
テ
ィ
オ
ド
ロ
ミ
ー
の
構

造
」
を
示
す
。
そ
し
て
「
そ
の
始
ま
り
は
た
い
て
い
つ
ね
に
袋
小
路
あ

る
い
は
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
行
か
な
い
状
態
」
で
あ
る
の
だ
。

　
そ

の

よ
う
な
「
袋
小
路
」
の
た
だ
な
か
に
、
「
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調

書
」
執
筆
時
の
大
江
は
置
か
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
二
十
年
間
に
わ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
ラ
ト

る
創
作
活
動
の
「
自
己
検
討
」
の
た
め
に
、
「
メ
キ
シ
コ
で
の
猶
予

リ
　
ア
　
ム

期
間
」
を
設
定
し
た
「
根
本
」
に
、
恩
師
・
渡
辺
一
夫
の
闘
病
と
死
の

経
験
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
『
大
江
健
三
郎
全
作
品
』
（
第
二
期
）

に

付

し
た
エ
ッ
セ
イ
は
、
そ
の
死
か
ら
お
よ
そ
一
年
程
経
過
し
て
い
る

が
、
初
回
に
「
先
生
の
死
に
つ
い
て
書
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
」
、
最
終

回
F
や
は
り
先
生
の
死
に
つ
い
て
書
く
こ
と
で
お
わ
ら
ず
に
は
い
ら
れ

ハ
の
ごぬ

」
と
吐
露
さ
れ
る
ほ
ど
、
師
へ
の
思
慕
と
悲
嘆
と
が
痛
ま
し
く
も
鮮

や

か
に

書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
メ
キ
シ
コ
に
向
か
う
飛
行
機

の

窓
か

ら
真
夜
中
の
光
景
を
見
下
ろ
し
て
「
こ
れ
ら
す
べ
て
の
な
か
に

先
生
は

遍
在
す
る
」
と
思
い
、
あ
る
い
は
二
葉
亭
四
迷
の
墓
参
り
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
命
日
を
同
じ
く
す
る
渡
辺
一
夫
の
亡
v
な
っ
た
五
月
十

日
を
想
起
し
て
、
自
分
の
「
守
護
聖
人
の
日
」
と
す
る
切
な
る
思
い
が

零
れ

落
ち
る
。
ま
し
て
渡
辺
一
夫
が
死
去
し
た
一
九
七
五
年
当
時
、
執

筆
の
た
だ
な
か
で
あ
っ
た
「
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
に
お
い
て
そ
の

影
響
は

色
濃
い
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
加
え

て
、
前
掲
の
「
イ
メ
ー
ジ
を
体
験
す
る
こ
と
」
（
ユ
ン
グ
）
に

連

な
る
よ
う
に
、
か
つ
て
r
作
家
の
内
部
に
つ
な
が
り
、
つ
ね
に
生
き

揺
れ

う
ご
い
て
い
る
」
観
察
か
ら
湧
き
起
こ
る
「
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に

　
　
　
　
　
お
　

生
き
て
い
る
」
と
記
し
た
大
江
が
、
一
九
七
五
年
以
降
、
「
書
き
手
の
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自
分
自
身
を
拒
否
し
、
否
定
し
、
乗
り
超
え
る
た
め
」
の
「
文
学
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

葉
」
に
よ
っ
て
「
全
体
的
な
人
間
像
の
把
握
」
を
試
行
す
る
、
そ
の
一

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

端

に
、
「
自
分
の
中
の
他
者
全
部
を
、
そ
し
て
、
他
人
の
中
の
自
分
を

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　
ヘ

　

ヘ

　

へ

　お
　

見
つ
め
る
新
し
い
内
省
的
方
策
の
探
求
」
を
あ
ら
た
に
志
向
し
て
い
る

の

で

あ
っ
た
。
無
意
識
を
も
含
め
た
「
自
己
」
の
「
全
体
化
」
を
追
求

し
た
ユ
ン
グ
の
言
葉
と
学
説
の
援
用
は
そ
れ
ゆ
え
に
ふ
さ
わ
し
い
o

r生
真
面
目
な
人
間
だ
と
し
か
自
分
に
つ
い
て
考
え
え
な
か
っ
た
人
間

に
、
孤
独
な
行
き
づ
ま
り
で
、
ユ
ン
グ
の
い
う
第
二
の
自
我
の
よ
う
に
、

突
然
道
化
的
な
自
我
を
発
見
さ
せ
る
」
こ
と
、
あ
る
い
は
「
道
化
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

て

の

作
家
の
八
方
破
れ
の
抵
抗
」
を
目
論
む
こ
と
の
延
長
線
上
に
、

　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ナ
ン
テ
オ
ド
ロ
ミ
　

r
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
相
互
関
係
」
で
は
な
い
「
相
互
反
　
転
」
し
た

世
界
が
要
請
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
エ
ナ
ン
テ
オ
ド
ロ
ミ
　

　

あ
る
い
は
「
相
互
反
　
転
」
は
「
森
」
「
森
・
父
」
の
「
転
換
」
設

定
の

み

な
ら
ず
、
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
の
終
局
に
も
ま
た
現
れ

　
　
　
ア
ン
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

る
。
「
反
・
キ
リ
ス
ト
」
た
る
「
親
方
」
と
の
直
接
対
話
の
末
、
彼
を

殺
害
し
逃
走
す
る
「
森
」
と
、
後
を
追
う
「
森
・
父
」
両
者
の
「
生
」

の

緊
張
と
高
揚
は
、
祝
祭
的
空
間
の
喧
騒
と
相
侯
っ
て
極
限
に
昂
ま
り
、

い

み

じ
く
も
「
元
型
」
の
典
型
と
も
言
う
べ
き
「
超
老
人
」
に
仮
装
し

た
「
森
」
が
、
燃
え
あ
が
る
神
の
依
代
「
山
車
」
に
大
金
も
ろ
と
も
跳

び

込
み

炎
上

す
る
ー
そ
の
光
景
が
暗
澹
た
る
「
死
」
と
い
う
見
方
を

F反
転
」
さ
せ
た
、
神
の
帰
還
を
祝
う
幣
の
花
吹
雪
の
ご
と
き
構
図
と

し
て
、
あ
る
い
は
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
の
あ
っ
け
な
い
「
昇
天
」
と

し
て
祝
福
す
べ
き
結
末
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
恩

師
・
渡
辺
一
夫
の
．
「
死
」
が
も
た
ら
す
悲
嘆
の
極
ま
り
に
、
「
死
」
が

こ
ち
ら
側
か
ら
あ
ち
ら
側
へ
の
移
行
、
あ
る
い
は
「
遍
在
」
と
し
て
、

大
江
の

内
部
に
微
か
な
希
望
と
し
て
統
合
さ
れ
得
る
象
徴
的
場
面
で
あ

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

注
（
1
）
　
「
表
現
生
活
に
つ
い
て
の
表
現
ー
わ
が
猶
予
期
間
1
」
『
大
江
健
三
郎

　
　
全
作
品
2
』
（
第
二
期
）
（
」
ぼ
べ
・
⑩
新
潮
社
）

注
（
2
）
　
『
新
潮
日
本
文
学
m
㎝
　
大
江
健
三
郎
「
個
人
的
な
体
験
・
ピ
ン
チ
ラ

　
　
ン
ナ
ー
調
書
」
』
（
新
S
y
－
t
－
1
9
7
8
　
’
　
1
2
）

注
（
3
）
　
山
田
有
策
「
作
品
と
そ
の
評
価
史
　
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
『
国

　
　
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
（
学
燈
社
忘
8
3
　
・
　
6
）

注
（
4
）
　
大
岡
信
「
『
核
時
代
』
を
と
ら
え
る
想
像
力
の
戦
い
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
「
w
s
日
s
c
聞
　
J
　
（
1
9
7
6
・
9
・
2
0
s
－
2
1
）

注
（
5
）
　
江
藤
淳
「
文
芸
時
評
」
『
毎
日
新
聞
』
（
お
ぶ
・
⑩
・
ト
。
べ
）

注
（
6
）
　
佐
々
木
信
綱
『
週
f
f
”
X
S
a
s
M
－
〈
』
　
（
1
9
7
6
・
1
1
・
2
2
）

注
（
7
）
　
上
田
三
四
二
「
小
説
の
時
空
」
『
群
像
』
（
講
談
社
」
箋
べ
・
H
）

注
（
8
）
　
蓮
見
重
彦
「
等
号
の
無
限
連
鎖
一
大
江
健
三
郎
論
1
」
『
文
藝
』
（
河

　
　
出
垂
旦
房
新
H
＋
v
1
9
7
8
　
・
　
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

注
（
o
）
）
　
r
〈
p
r
a
y
e
r
〉
　
〈
V
t
　
〉
　
〈
i
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
〉
　
－
大
江
健
三
郎
『
洪
水
は

　
　
わ
が
魂
に
及
び
』
か
ら
」
『
日
本
文
学
研
究
』
第
五
四
号
（
大
東
文
化
大

　
　
学
日
本
文
学
会
N
O
ピ
O
・
N
）

注
（
1
0
）
　
C
・
G
・
ユ
ン
グ
『
ユ
ン
グ
の
自
伝
2
』
（
A
・
ヤ
ッ
フ
ェ
編
、
河

　
　
合
隼
雄
・
藤
縄
昭
・
出
井
淑
子
訳
）
（
み
す
ず
書
房
ド
O
お
・
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

　
　
　
な
お
、
ユ
ン
グ
は
「
死
後
の
生
命
」
前
章
を
「
幻
像
」
と
題
し
、
自
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン

　
　
が
F
意
識
喪
失
の
な
か
で
講
妄
状
態
」
に
な
っ
た
際
、
様
々
な
「
幻
像
」

　

　
を
見
た
と
明
か
す
。
そ
れ
は
「
夢
を
み
て
い
る
の
か
、
忘
我
の
陶
酔
の
な

85一



　
　
か
に
い
る
の
か
」
わ
か
ら
な
い
状
態
で
、
「
私
の
経
験
し
た
事
柄
の
な
か

　
　
で
、
も
っ
と
も
す
さ
ま
じ
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
」
と
振
り
返
る
。
彼
が

　
　
　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

　
　
F
幻
像
」
を
見
た
状
況
は
、
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
や
『
ピ
ン
チ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

　
　
ン
ナ
ー
調
書
』
に
お
け
る
「
幻
」
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
の
そ
れ
と
は
質
的

　
　
に

相
違
す
る
。
が
、
唯
一
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
の
「
ボ
ウ
イ
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ノ
ジ
ョ
ン

　
　
作
中
「
勇
魚
」
を
赦
す
に
至
っ
た
「
幻
」
の
訪
れ
は
、
「
殴
ら
れ
て
眠
っ

　
　
た

時
」
の
「
夢
の
な
か
か
ら
と
い
う
か
、
眠
り
の
な
か
か
ら
と
い
う
か
」

　
　
の
刹
那
に
出
現
し
た
「
二
本
の
腕
」
の
映
像
が
直
観
的
に
解
釈
さ
れ
た
経

　
　
緯
に

お

い

て
、
ユ
ン
グ
の
そ
れ
と
土
ハ
通
し
て
い
る
と
三
口
え
な
く
も
な
い
。

　
　
　
ま
た
ユ
ン
グ
は
『
元
型
論
』
（
林
道
義
訳
）
（
紀
伊
国
屋
書
店
お
O
⑩
・
㎝
）

　
　
で

イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
の
自
伝
に
記
さ
れ
た
宗
教
的
「
幻
像
」

　
　
に

つ
い

て

「
こ
の
よ
う
な
幻
像
は
無
意
識
の
状
態
を
捉
え
る
内
視
的
な
直

　
　
観
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
、
そ
の
発
生
状
態
を
解
釈
し
て
い
る
。

　
　
　
あ
る
い
は
A
・
ヤ
ッ
フ
ェ
に
よ
る
『
ユ
ン
グ
自
伝
』
「
旅
」
の
章
の
注

　
　
釈
で

は
、
「
ユ
ン
グ
は
幻
像
（
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
）
を
同
時
的
現
象
と
し
て
で

　
　
は

な
く
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
元
型
的
思
考
と
関
連
し
て
、
無
意
識
に

　
　
よ
る
瞬
間
的
な
新
し
い
創
作
と
し
て
説
明
し
た
。
」
と
あ
る
。

注
（
1
1
）
　
C
・
G
・
ユ
ン
グ
「
超
越
機
能
」
『
創
造
す
る
無
意
識
』
（
松
代
洋
一

　
　
訳
）
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
⑩
⑩
Φ
・
ω
）

注
（
1
2
）
　
i
t
　
（
1
）
と
同
じ

注
（
1
3
）
　
ガ
ス
ト
ン
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
『
夢
想
の
詩
学
』
（
及
川
酸
訳
）
（
思
潮

　
　
社
お
ざ
・
Φ
）

注
（
1
4
）
　
大
江
論
文
掲
載
の
『
岩
波
講
座
　
文
学
』
刊
行
年
月
は
左
記
の
通
り
。

　
　
　
第
1
g
e
1
9
7
5
　
・
　
1
2
、
第
2
巻
」
⑩
べ
O
・
」
、
第
1
1
p
p
　
1
9
7
6
　
・
　
1
1
、
第
1
2
巻

　
　
！
9
7
6
　
・
　
1
2

注
（
1
5
）
　
ポ
ー
ル
’
ラ
デ
ィ
ン
、
カ
ー
ル
・
ケ
レ
ー
ニ
イ
、
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ

　
　

フ
・
ユ
ン
グ
著
『
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
i
』
（
皆
河
宗
一
、
高
橋
英
夫
、
河
合

　
　
隼
雄
訳
）
（
晶
文
社
お
忘
．
9
）

注
（
1
6
）
　
C
・
G
・
ユ
ン
グ
「
童
児
元
型
」
『
元
型
論
』
（
林
道
義
訳
）
（
紀
伊

　
　
國
屋
書
店
」
0
8
・
㎝
）

注
（
1
7
）
　
大
江
は
「
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
を
書
き
あ
げ
て
《
全
作
品
》

　
　
第

二
期
を

し
め
く
く
ろ
う
と
し
て
い
る
」
時
、
「
今
度
こ
そ
僕
に
は
も
う

　
　
い

か

な
る
相
互
関
係
に
お
い
て
も
、
息
子
と
僕
自
身
と
に
つ
い
て
小
説
を

　
　
書
く
機
会
は
お
と
ず
れ
な
い
だ
ろ
う
。
」
（
「
表
現
生
活
に
つ
い
て
の
表
現
」

　
　
『
大
江
健
三
郎
全
作
品
2
』
（
第
H
期
）
）
と
官
三
ロ
し
た
。
多
様
な
同
時
代

　
　
的
モ
チ
ー
フ
を
孕
み
つ
つ
、
な
お
「
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
は
「
父
」

　
　
と
「
子
」
の
「
相
互
関
係
」
を
こ
そ
骨
格
と
し
た
作
品
で
あ
っ
た
の
だ
。

注

　22
vx

注注注注
　　　　　　　　　　
21　20　19　18
v　　v　　v　　v

　
　
品
5
』

注
（
2
3
）

　
　
後
、

注
（
2
）

注
（
2
5
）

　
　
（
岩
波
書
店
お
ざ
・
一
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ラ
ト
リ
ァ
ム

注
（
2
6
）
　
「
恐
怖
に
さ
か
ら
う
道
化
一
わ
が
猶
予
期
間
4
」

　
　
品
6
』
（
第
二
期
）
（
新
潮
社
お
ミ
・
邑

注
（
1
6
）
と
同
じ

注
（
1
5
）
と
同
じ

注
（
1
6
）
に
挙
げ
た
『
元
型
論
』
の
「
訳
注
」
（
林
道
義
）

注
（
1
6
）
に
挙
げ
た
『
元
型
論
』
収
録
の
ユ
ン
グ
論
文
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
ラ
　
ト
リ
　
ア
　
ム

F危
険
な
結
び
目
の
前
後
1
わ
が
猶
予
期
間
6
」
『
大
江
健
三
郎
全
作

　
（
第
I
f
f
）
　
（
新
潮
社
」
箋
c
。
・
b
。
）

r作
家
が
小
説
を
書
こ
う
と
す
る
…
」
『
新
潮
』
（
新
潮
社
］
箋
O
∴
ト
。
）

『
文
学
ノ
ー
ト
』
（
新
潮
社
」
⑩
茸
・
匡
）
収
録

「
誠
刺
、
暎
笑
の
想
像
力
」
『
新
潮
』
（
新
潮
H
＿
1
9
7
6
・
1
）

「
現
代
世
界
に

お
け
る
危
機
の
中
で
の
表
現
」
『
岩
波
講
座
　
文
学
』

『
大
江
健

三
郎
全
作
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